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　千葉市では、市内の食関連産業のさらなる活性化と競争力強化に取り組むための指針として、千葉市「食」のブランド戦略を令和
元年度に策定し、令和２年度、本戦略に基づき、新たな千葉市の食のブランドとして「千」及び「千」認定制度を立ち上げました。
　第１回認定には、29事業者様から54商品・サービスのご応募をいただきましたが、いずれも魅力ある商品・サービスという
ことで、認定審査会（外部の有識者等において構成）では、非常に白熱した議論が展開され、「千」の基本的な考えを何度も
確認しあいながら審査は進みました。
　厳正なる審査の結果、最終的に８商品・２サービスを「千」として認定することとし、令和２年12月22日、認定商品・サービスの
公表及び事業者への認定証授与を行いました。
　「千」は、ここ千葉市から、市民の皆様や生産者・事業者の皆様とともに、永く愛されそして千葉市の食を次世代へとつなぐ
ことができるブランドとなるよう成長してまいります。
　どうぞ皆様のご支援・ご協力をお願いします。

千葉市食のブランド 「千 （せん）」 の認定品を公表しました！

詳しくはホームページへ

千葉市 食のブランド「千」

第138号 令和3年3月発行

【問い合わせ】　農政課 流通支援班　☎043-245-5758

千葉市食のブランド「千」第１回認定証授与式（令和２年12月22日）千葉市食のブランド「千」第１回認定証授与式（令和２年12月22日）

てっちゃんの完熟ミニトマト OSMIC TOMATO mini「Premium」 さんたファームのこだわりいちご 千葉快晴メロン メタル小松菜

農産品

加工食品

アラペサのトマトソース さんたファームのこだわり冷凍イチゴ 土気からし菜粒マスタード

食関連サービス

千葉市イチゴ観光農園のイチゴ狩り千葉市イチゴ観光農園のイチゴ狩り レストラン今日和による地域と食の活性化への取り組みレストラン今日和による地域と食の活性化への取り組み

千葉市の食を千年先へ
－未来に続く豊かな循環を食から－
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農地の売買や転用農地の売買や転用
～許可申請はお早めに～

　農地を耕作目的で売買・貸し借りする場合や
市街化調整区域の農地を農地以外に用途変更
する場合は、農業委員会または知事の許可が必
要になります。
　許可を受けずに耕作以外の用途に使用して
いる場合は違反転用となります。また、農地を
埋立し盛土をする場合にも、農業委員会への届
出、または一時転用の許可が必要です。
　なお、市街化区域の農地転用届出についての
受理通知書は、受付日の翌日午後３時以降（受
付日が休日の前日の場合は翌開庁日）に交付し
ます。

【問い合わせ】農地審査班　☎043-245-5767

審 査 日 程 表
4 月～ 8 月

審査日程

4月15日(木）
5月13日(木）
6月15日(火）

4月21日(水）～ 4月23日(金）
3月22日(月）～ 3月25日(木）

5月21日(金）～ 5月25日(火）
7月15日(木）
8月 6日(金）

6月21日(月）～ 6月25日(金）
7月21日（水）

転用許可・耕作目的の売買等許可申請受付期間

　平成23年に「千葉市農業基本計画」を策定し農林業の振興施策を展開してきましたが、「千葉市農業基本
計画」の策定から９年が経過する中、本市農林業の喫緊の課題への対応や成長産業化を実現するため、新た
に令和３年度と令和４年度を計画期間とする「千葉市農林業成長アクションプラン」を策定しました。
　千葉市農林業成長アクションプランは、
　　戦略１　農業の成長産業化
　　戦略２　個別農家の持続性確保と経営力強化
　　戦略３　農業・農村と森林の持つ多面的機能の活用による魅力と交流の創出
　の３つの戦略を定めています。
　令和３年度の農林業の振興施策は、「千葉市農林業成長アクションプラン」に基づき、
取り組んでまいります。
【問い合わせ】農政課 企画班　☎０４３-２４５-５７５7

千葉市農林業成長アクションプランを策定しました

千葉市農林業アクションプラン

詳しくはホームページへ

千葉市　農業者年金

農地利用最適化推進班　☎043-245-5766
ホームページから年金額の試算ができます

農業者年金基金

農業者年金基金（相談員） 　☎03-3502-3199

農業者 年金のお 問合せ

農業者年金受給権者のみなさんへ農業者年金受給権者のみなさんへ
≪現況届提出のお願い≫
　受給権者のみなさんへ毎年５月下旬に農業者年金基金から郵送でお届けする現況届を
６月中に農業委員会へ提出してください。最寄りの JA の窓口でも受付を行っています。
※期限内に現況届の提出がなかった場合、提出されるまでの間、支払いの差し止めが
行われますので、お忘れのないようご注意ください。

※支給停止事由に該当する場合がありますので、事前にご相談ください。経営移譲した農地については、適正な管理をお願いいたします。

〇経営移譲した農地（受給者所有名義）を転用する・売る・貸す・贈与する等
〇経営移譲受給権者名義で農地を買う・借りる・相続や贈与を受ける等

●住所や氏名を変更　●年金の受取口座を変更　　　　　　　●年金を受けている方が亡くなられたとき

節税対策をしながら年金積立！全額社会保険料控除の対象！
運用益は非課税！気になる方は下記へ↓老後の備えは ＋ で！国民年金 農業者年金

高齢農家の家計費は 夫婦 2 人で 月額約 24 万円が必要です
国民年金の支給額は月額最高 6 万５千円・夫婦で月額約 13 万円 → 月額 10 万円以上不足！

老後生活への備えは
十分ですか？

以下のような予定がある場合は、農業委員会へご相談をお願いいたします。

このような場合は、最寄りの JAへ手続きをお願いいたします。
ご家族の方へ

千葉市観光いちご園　～ハッピーベリーガーデンズ～

～川村哲也さん・陽子さんご夫婦～

　「千」では、生産者・事業者のつくる商品だけでなく食関連のサービスについても認定しています。
　そのひとつが千葉市のイチゴ観光農園11園が連携して「千葉市観光いちご園～ハッピーベリーガーデンズ～」
として取り組んでいる「千葉市イチゴ観光農園のイチゴ狩り」です。

　11園の中で、唯一新規オープンであり、その準備で忙しい、「Y’Sベリー（Y’S Agri合同会社）」（若葉区御殿町）のオーナー、
芳澤和哉さんと澁谷陽平さんにお話をうかがいました（２月16日にオープンしました）。

　「千」第１回認定品「てっちゃんの完熟ミニトマト」の生産者、川村哲也さん・陽子さん
ご夫婦に、農業委員会だより編集委員の齊藤憲次さんがインタビューしました。

●齊藤
　「千」の認定おめでとうございます。今回、応募のきっかけは？
●川村哲也
　ありがとうございます。実は、全然、選ばれるとは思ってなくて（笑）。
　私たちは、何か突出した特徴があるというよりは、当たり前においしいトマ
トを食べてもらうことが目的だったので、ブランド化なんて考えていませんで
した。
　ただ、ＥＣ（電子商取引）でアピールするときに、「千」のブランド認定があると
いいかな、って思ったのがきっかけです。
●齊藤
　トマトって千葉市でも作っている農家さんがたくさんいるじゃないですか。

「川村さんのトマト」といったオリジナル化を図る販売戦略など考えることが多
いのではないですか？
●川村陽子
　そこまで意識していませんが、実は夫（哲也さん）は細かいけど、私は大雑把
なんです。
　そこで、うまく生産や販売などで役割分担をしています。
　例えば、パックに貼ってあるシールのデザインは私が考えたのですよ。もとも
と、シールの会社にいて、多くのシールデザインを見てきたので、以前の仕事を
活かせています。
　たまには夫婦喧嘩もしますが、哲也さんが疲れていたり、悩んでいたりするときにも、プロセスを共有しているのでお互
いを理解しあうことができていると思います。
●川村哲也
　私たちは、ミニトマトの栽培を始めて11年ですが、だいたい栽培方法や販路も定まってきました。千葉市は消費地に近い
し、気候も温暖でそれぞれの農家が頑張れば、それぞれにやっていけてしまうのが、特徴だと思うんです。
　しかし、他の地域だと、一致団結して特定の農産品をアピールする必然性があるんですよね。
　これからは個別にやっていくより、一致団結することも必要だと思います。
　そういう意味で「千」ブランドとして、全国に発信し、生産者の横軸になって連
携するきっかけになるのでは、と思っています。例えば、認定者の意見交換会を
開いて、市の方と一緒に、ブランド力を高める方法を考えていくとか、今後の展開
がたのしみです！

芳澤和哉さんと澁谷陽平さんにお話をうかがいました（２月16日にオープンしました）。
　それぞれみんな頑張ってい
る個性ある11観光農園のみん
なが「点」でそれがつながると

「線」（千）になるんだよね。
　「千」ブランドのこれからの
発信に乞うご期待です！

　今年初開園の「Ｙ’Ｓベ
リー」です。皆様の心と記
憶に残る体験を共有したく
て、この観光農園を始めま
した。
　コロナが収束したら、ウ
チのハウスで農業イベント
を開催したいです。
　先輩イチゴ観光農園の
方々と協力していければ、
もっと面白くできるのでは
ないかと、今からワクワク
しています！

てっちゃんの完熟ミニトマト　
千葉市食のブランド「千」
第１回認定品

千葉市イチゴ観光農園の
イチゴ狩り
千葉市食のブランド「千」
第１回認定サービス

Ｙ’Ｓベリー
（Y’S Agri合同会社）
千葉市若葉区御殿町699-12

齊藤農業委員齊藤農業委員 川村哲也さん川村哲也さん川村陽子さん川村陽子さん

芳澤さん芳澤さん 澁谷さん澁谷さん

認定品
生産者
インタビュー
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　先輩イチゴ観光農園の
方々と協力していければ、
もっと面白くできるのでは
ないかと、今からワクワク
しています！

てっちゃんの完熟ミニトマト　
千葉市食のブランド「千」
第１回認定品

千葉市イチゴ観光農園の
イチゴ狩り
千葉市食のブランド「千」
第１回認定サービス

Ｙ’Ｓベリー
（Y’S Agri合同会社）
千葉市若葉区御殿町699-12

齊藤農業委員齊藤農業委員 川村哲也さん川村哲也さん川村陽子さん川村陽子さん

芳澤さん芳澤さん 澁谷さん澁谷さん

認定品
生産者
インタビュー



第138号 令和3年3月発行

　千葉市では、市内の食関連産業のさらなる活性化と競争力強化に取り組むための指針として、千葉市「食」のブランド戦略を令和
元年度に策定し、令和２年度、本戦略に基づき、新たな千葉市の食のブランドとして「千」及び「千」認定制度を立ち上げました。
　第１回認定には、29事業者様から54商品・サービスのご応募をいただきましたが、いずれも魅力ある商品・サービスという
ことで、認定審査会（外部の有識者等において構成）では、非常に白熱した議論が展開され、「千」の基本的な考えを何度も
確認しあいながら審査は進みました。
　厳正なる審査の結果、最終的に８商品・２サービスを「千」として認定することとし、令和２年12月22日、認定商品・サービスの
公表及び事業者への認定証授与を行いました。
　「千」は、ここ千葉市から、市民の皆様や生産者・事業者の皆様とともに、永く愛されそして千葉市の食を次世代へとつなぐ
ことができるブランドとなるよう成長してまいります。
　どうぞ皆様のご支援・ご協力をお願いします。

千葉市食のブランド 「千 （せん）」 の認定品を公表しました！

詳しくはホームページへ

千葉市 食のブランド「千」
【問い合わせ】　農政課 流通支援班　☎043-245-5758

千葉市食のブランド「千」第１回認定証授与式（令和２年12月22日）千葉市食のブランド「千」第１回認定証授与式（令和２年12月22日）

てっちゃんの完熟ミニトマト OSMIC TOMATO mini「Premium」 さんたファームのこだわりいちご 千葉快晴メロン メタル小松菜

農産品

加工食品

アラペサのトマトソース さんたファームのこだわり冷凍イチゴ 土気からし菜粒マスタード

食関連サービス

千葉市イチゴ観光農園のイチゴ狩り レストラン今日和による地域と食の活性化への取り組み

千葉市の食を千年先へ
－未来に続く豊かな循環を食から－

千葉市農業委員会だより

　寒い季節も終わりコロナ禍ではありますが、樹々も芽吹き春のおとずれを感じる季節
となりました。皆様におかれましては、何かと田圃や畑作業の準備にお忙しい時期では
ないかと思います。
　昨年４月に新型コロナウイルス感染拡大防止の為、１回目の緊急事態宣言が発出され
一年が経とうとしています。このような中、生活様式も変わりつつあります。
　そこで、農業者も農産物の生産・加工・販売について今まで以上に考えてみては如何
でしょうか。農業に於ける生産物は国民が生活するうえで欠かせないものです。ことわ
ざにもあるように今こそ『隗より始めよ』ではないでしょうか。 （編集委員　H）

全国農業新聞を購読しませんか
「農家の経営とくらしに役立つ情報が満載!」

○発行日 毎週金曜日
 （購読者のご自宅に郵送されます）
○購読料 1か月700円
○申　込 農業委員会へ（☎245-5769）

全国農業新聞は、農業者の公的代表機関である
全国農業会議所が発行する農業総合専門誌です。

後 記編 集

〒260-0026　千葉市中央区千葉港2番1号
（千葉中央コミュニティセンター2階） ☎043-245-5769

発行・編集/
千葉市農業委員会

【問い合わせ】農政センター農業生産振興課 農畜産班　☎043-228-6282

経営所得安定対策（お知らせ）
令和３年度の経営所得安定対策は以下の内容となります。ご確認のうえ制度への参加をご検討ください。

※加入にはそれぞれ条件があります。また、米価下落時の保険的な制度のナラシ対策などが設定されています。

区分 水田活用の直接支払交付金 畑作物の直接支払交付金
交付対象 販売目的で対象作物を生産する販売農家・集落営農が対象 認定農業者、集落営農、認定新規就農者が対象

交付金

麦・大豆・飼料作物：3.5万円/10a

WCS用稲    　　　　：8.0万円/10a

加工用米    　　　　 ：2.0万円/10a

飼料用米・米粉用米：収量に応じ、5.5万円～10.5万円/10a

　　　　生産量と品質に応じて増減
　　　　小麦： 6,710円/60kg
　　　　大豆： 9,930円/60kg

　　　　当年産の生産面積に基づく
2.0万円/10a（そばは1.3万円/10a）

備　考 その他「産地交付金」で地域振興作物を支援

数量払

平均交付単価
（一例）

面積払

 千葉市賃借料情報（参考）
令和２年１月１日から令和２年12月31日までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10a当たり）は、以下のとおりとなっております。

※数値は参考として情報提供するものであり、実際の賃料は、各地域の農地の条件等により異なります。

【問い合わせ】農地保全班　☎043-245-5759

1　田（水稲）の部 （金額:年額）
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備　考
中 央 区 事例なし
花 見 川 区 事例なし
稲 毛 区 事例なし
若 葉 区 12,900円 19,500円 6,400円 60
緑 区 11,500円 18,900円 5,300円 81
（参　考）千葉市平均 12,100円 141

2　畑（普通畑）の部 （金額:年額）
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備　考
中 央 区 事例なし
花 見 川 区 9,800円 16,900円 7,500円 49
稲 毛 区 事例なし
若 葉 区 9,800円 15,000円 5,000円 99
緑 区 12,100円 20,000円 5,000円 107
（参　考）千葉市平均 10,800円 255

※1　賃借料を物納支給（田の部）としている場合は、米60㎏当たり13,000円に換算しております。
※2　金額は算出結果を四捨五入し、100円単位としております。
※3  「（参考）千葉市平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数に基づき算出した値です。


